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【研究背景】近年、スポーツリーグやチームの

プロ化を背景にプロスポーツチームのマネジメ

ント職に注目が集まり、就職志望者数が増加し

ている。しかし、チームは選手の育成に資金を

充てることが求められ、マネジメント人材の労

働、育成環境の整備は遅れているのが現状であ

る。しかし、プロスポーツチームが提供する主

な商品はサービスであり、サービスを生み出す

マネジメント人材の育成はチームの成果を左右

する最大要因のひとつである。本調査では、日

ごろ脚光を浴びることの無いマネジメント人員

のキャリアに焦点を当て、今後マネジメント人

材の育成に有効と考えられるキャリアステップ

の解明を行う。 

 

【研究方法】プロリーグである日本プロサッカ

ーリーグ、日本野球機構、日本プロバスケット

ボールリーグに加盟する61チームを対象に、マ

ネジメント人員の構成やキャリアに関するアン

ケート調査を行う。調査結果から、プロスポー

ツチームのマネジメント人員の持つキャリア傾

向を明らかにする。さらに、チームの事業規模

を切り口にマネジメント人員のキャリア傾向を

分析し、事業規模の拡大に伴う組織構造の変化

を確認する。また、チームと一般組織の構造変

化の過程を比較検証することで、プロスポーツ

チームの持つ課題を明らかにし、マネジメント

人材の育成に必要なキャリアステップを考察し

ていく。 

 

 

【結論】調査から、社会経験の乏しい少人数の

若手人材によりプロスポーツチームのマネジメ

ント業務が行われているという現状が確認され

た。チームに採用活動を行う時間的、経済的余

裕は無く、公募採用以外での入社や中途採用に

人材獲得を依存する傾向が見られた。また、増

員を行う時期はチーム設立時や昇格期であると

推測された。一方、民間企業から実務経験者を

採用し、外部のマネジメント知識をチームに導

入する動きも確認された。 

また、事業規模の拡大に伴う組織の構造変化

にも特徴が見られた。プロスポーツチームは複

数事業の同時展開が求められるため「単純組織」

から「事業部制組織」に変化を行い、その後「職

能別組織」へと変化の過程をたどる。しかし、

一般組織では「単純組織」から「職能別組織」

へと変化し、単一事業の安定の後に「事業部制

組織」へと構造変化を行う。この構造変化の特

殊性が、チームの人材育成を妨げる要因のひと

つであると考えられる。 

プロスポーツチームは、2業種（「一般マネジ

メント業務」・「スポーツマネジメント業務」）

×2 職種（「管理者」・「非管理者」）の職能の上

位で「経営者」が各事業の統括を行うという特

殊な組織構造をもつ。以前は「スポーツマネジ

メント業務」の「被管理者」を経て「管理者」

となるステップが主流であったが、組織の安定

に伴い「一般マネジメント業務」の「被管理者」

から「管理者」を経て、「スポーツマネジメント

業務」の「管理者」へと移動するステップが現

れ始めている。これは、日本の伝統的な内部育



成型のキャリアステップであり、経営者の育成

に適している。今後はこれらのステップを経た

人材の中から「経営者」人材が育成され、チー

ム間でのマネジメント知識の流動が起こると推

測される。今後スポーツ界全体でチームマネジ

メントに関する知識蓄積され、マネジメント人

材が活躍するフィールドの整備も行われていく

ことが期待される。 


